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et al. 1994，安永 2006，安永・須藤 2014）。Table 1
に予習の過程プランを，Table 2 に話し合いの過程
プランを示すが，双方とも活動内容が⚘ステップで
明確に規定されており，step 2 から step 7 が共通し
ていることがわかる。つまり，予習は話し合いのた
めの準備として機能する。
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例として，2014 年度と 2019 年度の授業内容と各時
の活動内容をTable 3 と Table 4 に示す。授業内容
やその時々の状況に応じて，講義やジグソー学習法
等も取り入れている。
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Table 1 LTD話し合い学習法の過程プラン（予習）
段階 ステップ 予習内容（ノート作成）
理解 Step.1 課題を読む 全体像の把握 低次の学習
Step.2 語彙の理解 ことば調べ （収束的学習）
Step.3 主張の理解 主張のまとめ
Step.4 話題の理解 話題のまとめ
関連付け Step.5 知識の統合 他の知識との関連付け 高次の学習
Step.6 知識の適用 自己との関連付け （拡散的学習）




段階 ステップ 話し合いの内容 配分時間
理解 Step.1 導入 雰囲気づくり 3分
Step.2 語彙の理解 ことばの定義と説明 3分
Step.3 主張の理解 全体的な主張の討論 6分
Step.4 話題の理解 話題の選定と討論 12 分
関連付け Step.5 知識の統合 他の知識との関連付け 15 分
Step.6 知識の適用 自己との関連付け 12 分
評価 Step.7 課題の評価 学習課題の評価 3分






講の⽛化学A⽜を 2014 年度～2019 年度に受講した
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Table 3 授業各回の授業内容と活動（2014 年度）
授業内容 活動
1 ガイダンス 予習と話し合いのシミュレーション
2 第 1講⽛分子の熱運動・物質の状態変化⽜ 自己紹介 LTD話し合い
3 第 1講（続き） LTD話し合い
4 第 1講（続き 2）第 2講⽛元素と原子⽜ 講義
5 第 3講⽛物質量とモル濃度⽜ LTD話し合い
6 第 4講⽛化学結合⽜ LTD話し合い 次回の準備
7 第 4講（続き） ジグソーで問題演習 講義
8 第 4講の 2⽛周期律⽜ 講義
9 第 5講⽛原子軌道⽜ LTD話し合い 次回の準備
10 第 5 講の 2⽛多電子原子の電子配置⽜ ジグソーで教え合い
11 第 6 講⽛混成軌道と分子の立体構造⽜ 講義 次回の準備
12 第 6 講（続き） ジグソーで問題演習 クラスで共有
13 第 7 講⽛分子の極性⽜ 講義
14 第 8 講⽛ギブズ自由エネルギーと化学平衡⽜ LTD話し合い クラスで主張を共有
15 総括と試験
Table 4 授業各回の授業内容と活動（2019 年度）
授業内容 活動
1 ガイダンス 話し合いを通して学ぶ理由 グルーピング，講義，ラウンドロビン
2 LTD話し合い学習法（step 1～4） 自己紹介 step ごとに解説と練習
3 LTD話し合い学習法（step 5～8） step ごとに解説と練習
4 第 1講⽛分子の熱運動・物質の状態変化⽜ LTD話し合い
5 第 2講⽛元素と原子⽜ 講義 ラウンドロビン
6 第 3講⽛化学結合⽜ LTD話し合い 次回の準備
7 第 3講（続き） ジグソーで問題演習 講義で補足
8 第 4講⽛周期律⽜ LTD話し合い
9 第 5講⽛量子力学の基本原理⽜ LTD話し合い
10 第 6 講⽛原子軌道⽜ LTD話し合い
11 第 7 講⽛多電子原子の電子配置⽜ LTD話し合い
12 第 8 講⽛混成軌道と分子の立体構造⽜ LTD話し合い 次回の準備
13 第 8 講（続き） ジグソーで問題演習 クラスで共有
14 第 9 講⽛分子の極性⽜ 講義 ラウンドロビン






















アンケート対象者 331 名中，回答があったのは 57
名であった（回答率 17.2％）。うち，男性 27 名，女
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Table 7 Q4 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 34 59.6% 59.6%
2 18 31.6% 91.2%
3 3 5.3% 96.5%
4 2 3.5% 100.0%
Levels 1：とてもよく覚えている 2：少し覚えている 3：あまり覚
えていない 4：まったく覚えていない
Table 8 Q7 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 20 35.1% 35.1%
2 31 54.4% 89.5%
3 6 10.5% 100.0%
Levels 1：いつも難しいと感じていた 2：時々難しいと感じていた
3：あまり難しいと感じなかった 4：まったく難しくなかった
Table 9 Q8 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 13 22.8％ 22.8％
2 27 47.4％ 70.2％
3 14 24.6％ 94.7％
4 3 5.3％ 100.0％
Levels 1：強くそう思う 2：少しそう思う 3：あまりそう思わない
4：まったくそう思わない
Table 10 Q9 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 24 42.1% 42.1%
2 27 47.4% 89.5%
3 5 8.8% 98.2%
4 1 1.8% 100.0%
Levels 1：とても積極的に参加した 2：少し積極的に参加した 3：
あまり積極的には参加しなかった 4：まったく積極的には参加し
なかった
Table 11 Q10 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 2 3.5% 3.5%
2 16 28.1% 31.6%
3 21 36.8% 68.4%
4 18 31.6% 100.0%
Levels 1：まったく疲れなかった 2：あまり疲れなかった 3：少し
疲れた 4：とても疲れた
Table 12 Q11 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 7 12.3% 12.3%
2 23 40.4% 52.6%
3 22 38.6% 91.2%
4 5 8.8% 100.0%
Levels 1：とてもわかりやすかった 2：少しわかりやすかった 3：
あまりわかりやすくなかった 4：まったくわかりやすくなかった
Table 13 Q12 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 8 14.3% 14.3%
2 29 51.8% 66.1%
3 12 21.4% 87.5%
4 7 12.5% 100.0%
Levels 1：とてもよい 2：少しよい 3：あまりよくない 4：まっ
たっくよくない
Table 14 Q13 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 13 22.8% 22.8%
2 28 49.1% 71.9%
3 9 15.8% 87.7%
4 7 12.3% 100.0%
Levels 1：とてもよかった 2：少しよかった 3：あまりよくなかっ
た 4：まったくよくなかった
Table 15 Q14 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 4 7.1% 7.1%
2 28 50.0% 57.1%
3 8 14.3% 71.4%
4 3 5.4% 76.8%
5 13 23.2% 100.0%
Levels 1：とても役に立った 2：少し役に立った 3：あまり役に立
たなかった 4：待ったっく役に立たなかった 5：その後，アクティ
ブラーニング型授業はなかった
Table 16 Q15 の度数分布
Levels Counts % of Total Cumulative %
1 14 24.6% 24.6%
2 30 52.6% 77.2%
3 8 14.0% 91.2%
4 5 8.8% 100.0%
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Table 17 Q12 と Q8 の関連
Q8
Q12 1 2 3 4 Total
1 3 5 0 0 8
2 6 16 7 0 29
3 3 4 5 0 12
4 1 1 2 3 7
Total 13 26 14 3 56
Fisherʼs exact test P＜0.05
Table 18 Q12 と Q10 の関連
Q10
Q12 1 2 3 4 Total
1 0 4 4 0 8
2 2 7 13 7 29
3 0 4 4 4 12
4 0 0 0 7 7
Total 2 15 21 18 56
Fisherʼs exact test P＜0.01
Table 19 Q12 と Q11 の関連
Q11
Q12 1 2 3 4 Total
1 3 5 0 0 8
2 3 14 11 1 29
3 0 3 9 0 12
4 0 1 2 4 7
Total 6 23 22 5 56
Fisherʼs exact test P＜0.01
Table 20 Q12 と Q13 の関連
Q13
Q12 1 2 3 4 Total
1 8 0 0 0 8
2 4 23 2 0 29
3 1 4 7 0 12
4 0 0 0 7 7
Total 13 27 9 7 56
Wilcoxon signed rank test P＜0.05
Table 21 Q15 と Q8 の関連
Q8
Q15 1 2 3 4 Total
1 4 7 3 0 14
2 8 15 6 1 30
3 0 3 5 0 8
4 1 2 0 2 5
Total 13 27 14 3 57
Fisherʼs exact test P＜0.10
Table 22 Q15 と Q10 の関連
Q10
Q15 1 2 3 4 Total
1 2 6 5 1 14
2 0 8 15 7 30
3 0 2 1 5 8
4 0 0 0 5 5
Total 2 16 21 18 57
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Table 23 Q15 と Q12 の関連
Q12
Q15 1 2 3 4 Total
1 4 7 3 0 14
2 4 19 4 2 29
3 0 1 5 2 8
4 0 2 0 3 5
Total 8 29 12 7 56
Fisherʼs exact test P＜0.01
Table 24 Q15 と Q13 の関連
Q13
Q15 1 2 3 4 Total
1 6 6 2 0 14
2 7 18 3 2 30
3 0 2 4 2 8
4 0 2 0 3 5
Total 13 28 9 7 57
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